
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読書まつり（１２．１４） 
 図書委員会が中心となって読書祭りが開催されました。今回の読書祭りは図書委員による絵本の

読みがたりと学校図書館司書の森元さんによる本の紹介や本との出会いなどについてのお話があり

ました。本に親しむよいきっかけになったステキなひとときとなりました。 

本を読むことで，本の世界にどっぷりと入って楽しんだり，悲しんだり，喜んだり，怒ったり･･･

いろいろな感情にひたることができるでしょう。また，本を読むことで学ぶことも多く，いろいろ

な考えに出会い，自分の生き方に役立つこともあるでしょう。本を読むことで，知識が増えること

もあるでしょう。いろいろな本に出会い，好きな本が１冊でも多く増えるといいなと思います。 

 図書委員の司会進行で行われた読書ま

つり。図書委員からは絵本「１４ひきの

あきまつり」の読み語りがありました。

大型テレビに絵本の絵を映しながら読ん

でくれました。かくれんぼ中，見つから

ないろっくんをさがしに行くと･･･不思議

な秋祭りに出会いました。 

 「『おとうさんおはなしして』

（アーノルド＝ローベル作）の本

が大好きで、毎日短いお話を１話

ずつ読んでいました。」と学校図

書館司書の森元先生が本を好きに

なったきっかけをお話ししてくだ

さいました。また、『窓際のトッ

トちゃん』の途中を読んでくださ

いました。結末が読んでみたくな

りました。他にも学年ごとに読ん

だらいいなと思われる本をたくさ

ん紹介してくださいました。 

神石高原町読書感想文コンクール 小学生の部  

優秀賞 ６年 藤原光城くん 

表彰と感想文「後悔より努力」の発表もありました。 

イチローの伝記を読んで学んだことや自分の経験と関連づけて

考えたことを書いた感想文でした。 

読書まつりの後，１年生は森元先生に絵本を

読んでもらいました。学校のお話で本物の校

長先生を見つけながら楽しく読みました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊松小学校では読書百選にも取り組んでいます。 

すでに百冊読み終えた人もいます。これからも，いろ

いろな本に親しんでほしいなと思います。 

森元先生が紹介してくださった本 

１・２年生 

 ユーモア絵本・昔話・民話・大人も一緒に楽しめる絵本 

おもしろい本をいっぱい

読んでほしいです。 

３・４年生 

 ノンフィクション・科学読み物・

児童文学 

本当の話や科学読み物を読んでみましょう。いろいろなこと

が分かります。また，自分と同じくらいの年の主人公が出て

くるお話も読んでみましょう。楽しいですよ。 

５・６年生 

 伝記・ 

名作文学 

何かを成し遂げた人たちの共通点は「あきらめない」ということ。伝記からは多く

のことを学べます。また，名作といわれる本は，長く，多くの人たちが読んできて

いる本だから，やはり「おもしろい」。伝記も名作も読んでおくと大きくなってか

ら役に立つことがありますよ。 

百選をすべて読み終え，図書委員会委員長から表彰されました。 


